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栗
林
遺
跡
第
五

・
六
次
発
掘
調
査

莱
林
遺
跡
は
県
下
に
著
名
な
遺
跡
で
国
防
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
威

内
の
開
発
行
為

の
僚
に
は
度
々

緊
急
発
掘
が
行

わ
れ
て
い
る
。

て

第

五
次
発
掘
調
査

は
じ
め
に

F一一寸勘n

グりット設定図

今
回
も
中
野
市

栗
林
北
原
四
八

四
ノ

一
・
四
八

四
ノ
三
番
地
、

四
九
悶
J
m
の
土

地
に
問
所
小
林

次
郎
氏
が
家
屋

第 1図

新
築
を
計
画
さ

れ
、
昭
和
五
六

年
七
月
七
日
J

， ， 

中

野

市

教

育

委

員

会

ニ
O
自
に
わ
た
っ
て
、
中
野
市
教
餐
が
主
体
と
な
っ
て
第
五
次
緊
急
発
掘
調
査

を
笑
施
し
た
。

調
査
に
際
し
て
は
、
県
教
委
文
化
課
の
関
、
郷
道
両
先
生
、
及
び
山
ノ
内
東

小
学
校
の
回
川
孝
生
先
生
に
諸
々
後
指
滋
を
賜
り
、
調
査
を
終
え
る
事
が
出
来

た。

総
雨
明
け
の
渋
天
の
中
、
作
撲
に
御
協
力
を
賜
っ
た
鯖
氏
に
厚
〈
御
礼
申

F

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

二

地
形
、
環
漉
の
項
は
先

1

学
の
報
告
劃
に
詳
細
に

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
五
六
年
度
分
調
査
報

告
に
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

- 1ー

携遺第 2図

A 

構

調
査
し
た
面
積
は
約

八

odで
あ
る。

ん
、

A

刷
、
弘
、
官
刷
グ
リ
ッ
ト

を
俄
縮
し
、
そ
の
結
果

進



を
検
討
し
て
、
そ
の
他
の
グ
ロ
ッ
ト
は
約
五

O
仰
表
土
を
除
い
た
。
そ
の
結

果
、
~
ー
九
、
ん

I
L
の
グ
リ
ッ
ト
に
遺
物
を
認
め
、
こ
L
を
重
点
に
精
査
す

る
官
僚
と
し
た
、
ま
た
臥
グ
ロ
ッ
ト
を
中
心
に
土
鉱
状
の
洛
ち
込
み
が
認
め
ら
れ

た
が
、
制
奇
か
進
展
す
る
に
従
っ
て
井
戸
状
の
遺
構
と
な
っ
た
。
ま
た
土
器
片

は
ん
、
ん
グ
リ
ッ
ト
附
近
に
濃
厚
な
出
土
が
見
ら
れ
た
が
、
個
体
と
し
て
確
認

出
来
る
状
態
に
な
く
、
宙開林
i
式
土
鋭
か
ら
、
箱
清
水
式
土
肥
耐
片
ま
で
混
在
し

一-AA'一一→
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た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
が
、
主
体
と
考
え
ら
れ
る
土
総
片
は
百
瀬
式
併
行
土
援

で
〈
栗
林
四
類
土
器
、
田
川

・
中
野
市
誌
〉
あ
っ
た
。
土
器
片
の
下
か
ら
は
遺

機
な
ど
は
篠
総
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
鈎
査
出
来
な
か
っ
た
綴
分
は
宅
地
造
成

で
、
前
面
の
道
路
と
均
平
な
埋
立
工
事
を
路
工
さ
れ
る
の
で
、
遺
械
が
保
存
さ

れ
る
状
態
に
あ
る
事
を
叫
附
記
す
る
。

井
戸
状
遺
構

第6癌貨褐色土篇

単
一
一

o 1m 

本
枇
は
硲
認
面
に
お
い
て
一

・
九
五

m
x
二
・
一-一

郎
の
楕
円
形
の
平
面
で
、
底
都
に
円
形
に
近
く
、
直

径
は

O
、
五
対
内
外
で
あ
る
。
断
面
形
状
は
深
鉢
形

で
、
深
さ
は
、

t泌
総
磁
認
商
よ
り
、
約
一

・
七
m
、

井戸状遺構実測図

表
土
面
よ
り
約
二

・
五
m
で
あ
る
。
中
途
に
五
段
の

足
が
か
り
と
思
わ
れ
る
段
を
有
し
、
最
下
の
段
は
や

L
広
く
て
足
が
か
り
が
充
分
出
来
る
状
態
を
示
す
。

遺
体
例
蘭
よ
り
一

・
五
m
下
ま
で
は
、
策
褐
色
混
入
土

問
問
で
以
下
底
部
ま
で
m
州
色
の
泥
状
粘
土
で
、
遺
物

は
、
全
体
に
包
含
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
底
部
よ

り
、

0
・
一一一
同
附
近
に
多
く
発
見
さ
れ
、
底
の
部
分

よ
り
滞
状
の
有
機
物
‘
か
土
に
密
着
し
て
残
存
し
た

が
、
取
上
げ
保
存
す
る
官
曹
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
特

に
底
部
の
土
は
給
資
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
七
月
の

時
点
で
温
水
面
は
深
さ

0
・
一一一
隅
で
滋
み
あ
げ
て
も

一
娩
で
元
の
位
置
に
回
復
し
て
い
た
。
潟
水
期
に
は

常
用
と
し
て
使
用
出
来
る
か
疑
問
で
、
五
四
年
の
確

-2-
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認
調
査
の
弁
戸
、
附
近
の
弁
戸
を
見
る
と
五

i
-ハ

m
の
深
さ
は
必
要
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
考

え
る
と
一
種
の
貯
厳
穴
と
も
考
え
ら
れ
る
が
現
時

点
で
は
、
こ
の
外
の
型
液
資
料
も
な
く
、
弁
戸
状

遺
構
と
し
て
報
告
し
て
お
く
、
ま
た
掘
削
さ
れ
廃

棄
さ
れ
た
時
期
は
、
底
部
附
近
よ
り
接
見
さ
れ
た

塗
彩
さ
れ
た
お
杯
の
脚
部
や
、
飯
の
型
態
よ
り
箱

清
水
式
文
化
の
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。

造
物

弁
戸
状
造
機
出
土
口
開
(
第
4
図〉

〔
高
山
外
】
ロ
!日
、
叩
叫
が
井
戸
上
層
部
よ
り
検
出

チf戸状遺構から造物の出土状態気~4 図
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さ
れ
た
の
み
で
ぴ
|
"
は
、
深
さ
ニ

・
一
隅
附
近
、
ロ
ー
お
は
深
さ
ニ

・
三
七

m
附
近
よ
り
検
出
さ
れ
た
。
日

・
お
-
M
N

・
路
は
胸
部
内
部
ま
で
も
赤
色
塗
彩

さ
れ
る
。

Mm
-
u

-
m
u
は
器
面
が
刷
制
緩
さ
れ
詳
細
不
明
で
あ
る
。
こ
の
中
に

は
、
台
付
誕
の
下
部
分
と
疑
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
弥
生
式
文
化
中

期
最
終
末
の
百
瀬
式
剣
か
ら
後
期
箱
清
水
式
期
に
編
年
さ
れ
よ
う
。

〔
甑
〕

4

深
さ
ニ

・
五
七

m
附
近
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
内
外
商
に
剥
離

痕
が
見
ら
れ
、
煤
状
の
附
m
M
が
あ
り
、

胎
土
に
は
砂
粒
が
や
や
多
く
認
め
ら
れ

る。円
寝
耳
〕

2

・
3
は
深
さ
ニ
・
一一
一七

m
、
6
は
深
さ
ニ
・
六
怖
の
出
土
で
2
は

折
返
し
口
縁
が
僅
か
に
あ
り
、
ロ
回
世
部
に
、
L
R縄
文
を
桐
押
捺
し
て
胴
部
に
は

斜
状
に
平
行
櫛
錨
文
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
。
3
は
折
返
し
ロ
縁
の
無
い
も
の

で
、
6
は
楚
形
土
臆
悼
の
下
学
部
で
内
面
は
煤
状
の
附
昌
也
が
あ
る
。
2
は
栗
林

E
式
、
そ
の
他
は
箱
清
水
期
に
相
当
し
よ
う
。

石
器
で
は
中
形
の
閃
縁
岩
の
蛤
刃
石
斧
の
頭
部
が
深
さ
ニ
・
一}一
七
m
よ
り

出
土
し
た
。
頭
部
が
使
用
さ
れ
て
一
部
剥
離
さ
れ
た
後
、
熔
き
な
お
し
て
あ

る。

8
の
石
震
は
深
さ
一

・
六
五
仰
の
出
土
、
幻
の
ほ
石
は
井
一
戸
上
M
M
の
検

出
で
あ
る
。

グ
リ
ッ
ト
出
土
口
問

ー
は
小
形
褒
形
土
器
で
ん
よ
り
、
5
は

G
よ
り
発
見
さ
れ
た
砂
粒
の
多
い

下
腹
部
の
み
の
土
録
、

7
の
石
妥
は
口
明
、
お
は
磁
石
で
ん
、
幻
の
砥
石
は
ロ
叫

か
ら
検
出
さ
れ
た
。
石
崎
臓
9
は
蛋
白
石
で
快
入
都
の
な
い
薄
い
作
り
で
、

ω

は
m
摘
録
右
製
、
は
は
安
山
岩
製
の
粗
製
の
有
柄
鎌
で
あ
る
。

そ
の
他
図
示
し
な
か
っ
た
石
訟
で
は
、
中
形
の
姶
刃
石
斧
が
口
町
と
戸
川
か
ら

ζ 

出
土
し
た
両
者
と
も
頭
部
磁
片
で
折
損
箇
が
斜
状
を
呈
し
、
井
戸
状
遺
構
出
土

ロ
聞
の
輪
切
状
折
恒
例
形
と
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
先
制
柵
部
両
面
に
使
用
痕
の
あ
る
円

後
石
、
国
胴
平
楯
円
な
川
原
石
の
凹
石
な
ど
検
出
さ
れ
た
が
、
量
的
に
注
目
さ
れ

る
の
は
安
山
岩
の
瓜
平
で
厚
さ
三
口
以
下
で
大
き
さ
が
一

O
l
一
五
m
内
外
の

打
裂
痕
の
あ
る
石
で
中
に
は
火
熱
を
う
け
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
。
ハ
今
聞

は
十
個
検
出
〉

こ
れ
は
第
一
次
絡
調
以
来
、
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
の
所
印
刷
、
使
用
目

的
な
ど
、
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。

出
土
土
器
片

井
戸
遺
構
出
土
は
4

・
m
lロ
-
M
!
"
で
グ
リ
ッ
ト
出
土
は

1~・
2

官
同
・
3
泣
羽
川
明

G
・
5
6
却
お

U
-
mhh
の
グ
リ
ッ
ト
出
土
で
あ
る
。
箆
箔
文

警問。

- 4ー
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は
太
形
と
縦
形
が
あ
り
、
間M
消
純
文
L
R
を
伴
う
も
の

(
2
・
5
U
-
M
〉
と

郷
描
文
を
伴
う
も
の
〈
1
9
8
〉
山
形
述
統
に
え
が
か
れ
た
も
の
(
お
お
〉
な
ど

が
あ
る
。
櫛
錨
文
の
系
統
は
時
|
幻

・
Mm
l
h叫
・
お
引
訓
で
%
は
こ
単
位
の
総
書

き
櫛
錨
文
A
、
七
単
位
で
線
書
さ
れ
る
却
お
な
ど
は
櫛
錆
文
B
で
波
状
文
略
げ

却
ぬ

・
平
行
文
お
な
ど
、
ポ
タ

γ
状
貼
付
文
あ
る
も
の

4
H
れ
、
断
絶
痕
の
あ

る
も
の

ω、
刺
突
文
あ
る
も
の
お
加
な
ど
で
栗
林
i
式
土
絡
に
伴
う
も
の
が
多

く
図
示
し
た
が
、
前
に
も
触
れ
た
如
く
、
今
回
出
土
土
務
の
主
体
は
百
瀬
式
併

行
土
怨
、
続
い
て
箱
清
水
式
土
器
片
で
あ
っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

む
す
び

今
回
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
簡
単
に
所
見
を
述
べ
る
と
、
造
機

・
遺
物
の
あ

り
方
が
二
次
的
作
用
を
う
け
て
良
好
な
附
土
状
態
奈
さ
ず
、
第
三
次
発
動
』

於
い
て
も
同
様
な
結
集
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
遺
跡
の
立
地
が
、
古
代
か
ら

人
類
を
は
ぐ
く
ん
だ
母
な
る
川
、
千
曲
川
刊
沿
岸
に
所
在
す
る
為
、
各
時
代
の
入

荷
の
往
来
、
居
住
す
る
結
果
に
起
隠
す
る
部
分
と
自
然
の
カ
の
相
乗
作
用
が
し

か
ら
む
る
結
果
と
思
わ
れ
る
。
北
信
の
弥
生
中
期
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

当
遺
跡
で
は
現
時
点
に
於
い
て
、
-
式
土
採
に
は
榔
箔
文
土
務
と
縄
文
晩
期
亀

ケ
間
文
化
闘
の
所
串
胞
の
箆
が
き
の
貯
消
縄
文
土
怨
が
伴
出
し
、
こ
れ
以
前
の
様

相
帽
を
示
す
、
良
好
な
遺
物
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
千
曲
川
旧
河
川
に

沿
っ
て
一
五

O
O
m
に
及
ぶ
広
い
遺
跡
に
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。

注

1

林
茂
樹

・
金
井
汲
次
・
視
師
陣
掛
峰
、
「
長
野
県
中
野
市
商
用
林
遺
跡
第
三
次
調
査
緩

報
」
信
濃
E
M
1
4
昭
H
U

中
野
市
教
安
「
架
株
遺
跡
穫
箆
緊
忽
調
鐙
綴
告
白
」
昭

臼
な
ど
多
照

2

注
l
の
前
掲
論
者

調
佼
関
係
者

責

任

者

調
進
主
任

市

教

委

中
野
市
教
育
長

組菅土

11 

池岩藤

11 

初

登

員

調
査
補
助
員

郷小

/1 

沢屋原沼

利

男

長

期

錬
太
郎

袈
裟
維

啓

一
笑

男
寧

司

市
太
郎

戸国回林

海

野
小
野
沢

下

回

人

多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
主
小
林
次
郎
氏
に
末
畿
な
が
ら
深
く
感
謝
申

し

上

げ

ま

す

。

(

笹

原

長

則

〉

11 1/ 1/ 

京福

二総
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自

二
、
第
六
次
義
務
調
査

は
じ
め
に

今
回
は
昭
和
五
六
年
二
一
月
一
八
日

l
ニO
日
の
問
、
中
野
市
菜
林
四
四
一

ノ
一
四
番
地
、
大
俣
の
浅
沼
光
義
氏
の
所
有
地
の
家
屋
新
築
の
為
に
第
六
次
の

緊
急
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。
初
冬
で
は
あ
っ
た
が
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
調

査
が
進
行
し
た
。
潟
査
地
点
は
第
五
次
発
掘
地
点
の
す
ぐ
西
隣
り
で
、
そ
の
調

査
と
の
関
連
の
受
瓦
が
期
待
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
成
田
米
は
な
く
終
っ
た
。

泌

総
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〉

六
-
一-一五

m
x
五

・
四
五

m
の
小
面
積
の
絵
砲
で
地
下

0
・
五

m
附
近
よ

り
、
進
物
の
発
見
が
あ
り
、
柱
穴
と
怒
わ
れ
る
も
の
が
一
九
個
所
発
見
さ
れ
た

が
、
建
物
祉
と
し
て
確
認
す
る
、
迄
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
。

遺

物

架
林
I
式
土
器
片
か
ら
、
箱
清
水
式
土
総
片
ま
で
二
二
六
片
、
土
師
片
は
悶

片
で
鬼
古
川
川
期
の
皿
が
、
器
形
の
判
明
す
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
須
恕
片
一

O

催
、
灰
利
は
一
片
、
盟
問
厳
片
は
三
片
を
数
え
船
敏
晶
と
思
わ
れ
る
が
、
折
損
面

は
大
分
磨
滅
し
て
い
る
。
鉄
片
は
二
片
で
、

五
戸
角
の
長
さ
八

・
八
仰
の
犬
釘

状
を
皇
し
頭
部
が
欠
指
し
て
い
る
も
の
と
不
明
鉄
片
一
個
で
あ
る
。
軽
石
(
第

4
図
3
)
六

m
x
四
・
四
隅
の
最
大
前
ゆ
き
一
一
了

二
隅
の
抑
制
円
形
で
穴
が
二
個
並

列
に
あ
け
ら
れ
る
が
片
方
は
禾
貫
通
に
終
っ
て
い
る
。
焼
石
(
第
4
図
1
)
同制

円
形
の
安
山
山
帽
の
河
原
石
で
先
制
部
に
敵
い
た
痕
が
あ
り
、
組
側
色
か
ら
、
m
刑制帽

色
で
火
熱
を
う
け
て
変
質
し
て
い
る
。
磁
石
(
第
4
図
2
)
検
出
位
低
が
、
袋

土
よ
り
一二

O
仰
の
郡
怖
さ
で
、
阻
択
さ
九

・
五
側
、
一一
了
侃
X

一一
一
仰
で
窓
量
一
八

0

8
で
図
面
と
も
使
用
痕
が
あ
り
、
や
L
平
菌
な
の
は

一
面
だ
け
で
他
は
費
幽
し

た
状
態
を
示
め
し
て
い
る
。

開
資
関
係
者

中
野
市
教
安

沢

州
次
裟
雄

啓

一

昭

藤岩

戸

小

野

中
野
市
文
化
財
保
護
協
力
委
員

調

査

主

任

後

原

長

則

五
六
年
度
の
報
告
魯
の
凶
版
作
製
は
、
池
問
実
用
力
が
当
っ
た
。
遺
物
と
詳
細

な
記
録
は
中
野
市
鹿
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
し
て
あ
る
。
〈
措
置
原
H
X
則〉
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